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団体生命共済/じちろう退職者団体生命共済の配偶者組合員の事業利用に関する手引き 

 

Ⅰ．在職中の団体生命共済の契約者が、死亡（重度障害〔※1〕）により退職した場合 

（1）配偶者組合員の条件〔※2〕 

退職日時点に以下の条件を全て満たす場合、当該組合員の配偶者が配偶者組合員になることがで

きます。 

・組合員本人が、満 50歳以上または 25年以上勤続していること 

  ・配偶者を被共済者とする有効契約があること 

 

※1 組合員本人が重度障害になった場合であっても、退職しない場合は、その配偶者は配偶者組合員になることができま

せん。 

 

（2）配偶者組合員を契約者として加入できる「じちろう退職者団体生命共済」契約 

退職日時点で有効な、配偶者および子どもを被共済者とする契約について、配偶者組合員を契約者

として、じちろう退職者団体生命共済に加入することができます。 

ただし、子どもを被共済者とする契約のみの加入はできませんので、必ず配偶者組合員本人を被共

済者とする契約に加入していただくことになります。 

 

Ⅱ．じちろう退職者団体生命共済の契約者が、死亡した（重度障害となった）場合 

（1）配偶者組合員の条件〔※2〕 

死亡日（重度障害認定日）時点に以下の条件を満たす場合、当該組合員の配偶者が配偶者組合員に

なることができます。 

  ・配偶者を被共済者とする有効契約があること 

 

（2）配偶者組合員を契約者として加入できる「じちろう退職者団体生命共済」契約 

死亡日（重度障害認定日）時点で有効な、配偶者および子どもを被共済者とする契約について、配

偶者組合員を契約者として、じちろう退職者団体生命共済に加入することができます。 

ただし、子どもを被共済者とする契約のみの加入はできませんので、必ず配偶者組合員本人を被共

済者とする契約に加入していただくことになります。 

 

※2 配偶者組合員の配偶者は、配偶者組合員になることができません。（配偶者組合員になることができるのは一代限り

です） 

 

Ⅲ．個人賠償責任共済契約について 

団体生命共済契約あるいはじちろう退職者団体生命共済契約に個人賠償責任共済契約を付帯して

いる場合で、組合員本人の死亡あるいは重度障害により、組合員本人を被共済者とする団体生命共済

契約あるいはじちろう退職者団体生命共済契約が終了する場合は、付帯されている個人賠償責任共

済契約も同時に終了します。 

資料１ 
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配偶者組合員を契約者とするじちろう退職者団体生命共済契約に個人賠償責任共済契約を付帯す

る場合は、改めて個人賠償責任共済の付帯申請が必要になります。 

以上のことから、組合員本人を被共済者とする団体生命共済契約あるいはじちろう退職者団体生

命共済契約が終了した日から、配偶者組合員を契約者とする個人賠償責任共済契約の発効日までの

間は、個人賠償責任共済は無保障となります。 

 

Ⅳ．配偶者組合員の出資金について ※変更点 

死亡した（重度障害となった）組合員の出資金の全額を、配偶者組合員の出資金として付け替えま

す。 

配偶者あるいは組合員が、『配偶者組合員の事業利用における 出資金付替申請書 兼「退職組合員

等の承認基準」確認書』（別紙１）を記入のうえ、提出してください。 

 

※ 死亡した（重度障害となった）組合員の出資金残高が 100円未満となった場合は、改めて配偶者

組合員の出資金として、100円以上をお支払いいただきます。 

※ 上述のとおり、出資金の付け替えを基本としますが、死亡した（重度障害となった）組合員の出

資金を全額返戻し、新たに配偶者組合員の出資金を払い込んでいただくことも可能です。その場

合は県支部にご相談ください。 

 

Ⅴ．配偶者組合員の管理団体 ※変更点 

配偶者組合員は、ダイレクトセンター管理の「じちろう共済家族利用者の会」にて組合員情報を登

録・管理します。 

 

＜沖縄以外＞ 

〔県コード〕５０ 〔組合コード〕ＨＳ１ 〔組合名〕じちろう共済家族利用者の会 

 

Ⅵ．配偶者組合員の事業利用に関する申請方法について 

（1）在職中の団体生命共済の契約者が、死亡（重度障害）により退職した場合 

① 記入帳票 

配偶者組合員の事業利用に関する事案が発生した場合は、県支部にご連絡ください。必要な帳票

を、県支部から単組にお渡しします。 

なお、単組、配偶者組合員あるいは組合員に記入、提出していただく帳票はつぎのとおりです。

組合員の死亡（重度障害）による一連の手続きとあわせて、記入、提出してください。 
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② 提出方法 ※変更点 

記入した各種帳票は組合員毎にまとめ、「トータル票（配偶者組合員の事業利用 専用）」 

（別紙 4）を一番上にしてホチキスで留めたうえで、県支部に提出してください。 

 

（2）じちろう退職者団体生命共済の契約者が、死亡した（重度障害となった）場合 

配偶者を自治労共済生協の配偶者組合員として新規加入する手続き、および配偶者組合員を契約

者とするじちろう退職者団体生命共済契約の加入に関する手続きを、単組・退職者会で行っていただ

くことはありません。 

 

じちろう退職者団体生命共済は、契約者本人が死亡した（重度障害となった）場合、直後の満期末

までは、当該契約の配偶者契約あるいは子ども契約としてご契約いただきます。 

じちろう退職者団体生命共済コンタクトセンターでは、満期日の３ヵ月前までに、直接配偶者の住

所にお手紙をお送りし、加入の意思確認含め、各種手続きを行います。 

 

 

以 上 

→ 変更点 

→ 変更点 

→ 変更点 


